
動
車
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
広
く

ス
コ
ー
プ
と
す
る
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
新
車
や
中

古
車
を
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
登
場
で
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
デ
ー
タ
管
理
を
容
易
に
し
、

蓄
電
池
の
性
能
評
価
や
、
Ｅ
Ｖ
と

充
電
イ
ン
フ
ラ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

等
を
円
滑
に
行
う
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。
こ
の
中
古
車
は
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
も
の
も
、
扱
い
う
る
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
位
置
づ
け
は
、
製
造
を
専
業
と

し
、
新
車
を
正
規
販
売
店
に
卸
す

も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
、
自
動
車
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
機
会
が
、
ま

す
ま
す
増
え
る
と
み

ら
れ
る
。

蓄
電
池
を
搭
載
す

る
Ｅ
Ｖ
の
導
入
を
含

め
、
自
動
車
業
界
で

は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
般
で
の
抜
本
的

な
変
革
が
進
ん
で
お

り
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
は
、
総
じ
て
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
一
環
と
し

て
捉
え
る
こ
と
も
で

き
、
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、
最
終

的
に
、
ユ
ー
ザ
ー
に

訴
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ｅ
Ｖ
へ
の
シ
フ
ト

は
、
充
電
イ
ン
フ
ラ

の
普
及
と
表
裏
一
体

で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
充
電
イ
ン
フ
ラ

を
含
む
ユ
ー
ザ
ー
の

快
適
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

体
験
を
底
上
げ
し
て

い
く
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ザ
イ
ン
が
、
Ｅ
Ｖ
へ

の
シ
フ
ト
を
促
す
だ

ろ
う
。
ま
た
、
ユ
ー

ザ
ー
の
カ
ー
ラ
イ
フ

の
質
を
高
め
、
様
々

な
選
択
肢
を
提
供
す

る
よ
う
に
、
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
や
中
古
車
市
場
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
、
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
シ
フ
ト
の
近

道
だ
ろ
う
。

自
動
車
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展

に
は
、
環
境
や
資
源
等
へ
の
社
会

課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
同
時

に
、
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、

新
た
な
カ
ー
ラ
イ
フ
の
価
値
観
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
価
値
観

が
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
、
ユ

ー
ザ
ー
等
の
間
で
共
有
さ
れ
る
こ

と
で
、
自
動
車
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
の
シ
フ
ト
が
実
を
結
ぶ
こ
と
だ

ろ
う
。

自
動
車
業
界
で
は
、
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
導
入
が
進
み
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
独
立
し
て

い
た
、
新
車
の
扱
い
と
中
古
車
や

リ
サ
イ
ク
ル
等
の
扱
い
が
、
多
様

な
事
業
機
会
を
生
む
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
、
よ
り
関

連
づ
け
て
捉
え
直
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
う
し
た
２
つ
の
動
き
は
、

自
動
車
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
を
生
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
Ｅ
Ｖ
の
導
入
は
、
搭

載
さ
れ
て
い
る
蓄
電
池
の
取
り
扱

い
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
変
化
が

生
じ
る
。
蓄
電
池
は
、
採
掘
・
加

工
時
に
は
、
人
権
や
環
境
の
リ
ス

ク
が
懸
念
さ
れ
、
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ

ェ
ン
ス
（
投
資
先
の
価
値
や
リ
ス

ク
の
調
査
）
が
求
め
ら
れ
る
。
蓄

電
池
に
用
い
ら
れ
る
天
然
資
源
の

希
少
性
か
ら
は
、
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
も
必
須
で
あ
る
。
こ
の

他
、
製
造
・
廃
棄
時
に
は
、
大
量

の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果
ガ
ス
）
が

排
出
さ
れ
、
こ
の
見
え
る
化
が
必

要
と
な
る
。
総
じ
て
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
体
の
デ
ー
タ
管
理
が
、

取
り
組
み
の
基
礎
と
し
て
み
え
て

く
る
。

ま
た
、
蓄
電
池
を
搭
載
し
た
Ｅ

Ｖ
は
、
中
古
車
市
場
に
も
変
化
を

生
む
。
ガ
ソ
リ
ン
車
は
、
走
行
距

離
や
整
備
履
歴
か
ら
適
正
な
評
価

が
可
能
だ
が
、
Ｅ
Ｖ
は
、
蓄
電
池

の
性
能
評
価
が
困
難
で
あ
り
、
取

引
価
格
は
、
総
じ
て
低
く
な
る
と

い
う
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、

近
年
蓄
電
池
の
リ
ユ
ー
ス･

リ
サ

イ
ク
ル
や

Ｅ
Ｖ
の
中
古
車
市
場

の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
に


蓄
電
池
の
性
能
評
価
の
評
価
基
準

や
評
価
技
術
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る

こ
の
品
質
保
証
サ
ー
ビ

ス
に
よ
り

Ｅ
Ｖ
の
中
古
車
市
場

の
活
性
化
が
目
指
さ
れ
て
い
る


こ
の
他
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で

は
、
新
車
か
ら
中
古
車
ま
で
、
自

自動車のライフサイクルシフト

小北
こ き た

順平
じゅんぺい

日本総合研究所
リサーチ･コンサルティング部門
マネージャー

（
次
回
は
６
月
17
日
に
掲
載
し

ま
す
）


